
研修医の処遇 主な臨床研修協力病院･協力施設

プログラム　例

病院の概要

研修プログラムの特色
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さいたま赤十字病院17
●病床数　632床
●医師数（研修医を除く）　178名（うち指導医数　44名）
●研修医数　１年目　15名　２年目　10名
●研修医の主な出身大学　千葉大学・聖マリアンナ医科大学・群馬大学・
　　　　　　　　　　　　順天堂大学・秋田大学・慶應義塾大学・埼玉医科大学・
　　　　　　　　　　　　東京医科大学・獨協医科大学・金沢大学・佐賀大学・
　　　　　　　　　　　　自治医科大学・岡山大学・東北大学・日本医科大学・
　　　　　　　　　　　　東京慈恵会医科大学・昭和大学・富山大学・山形大学
●診療科　肝臓・胆のう・膵臓内科　消化器内科　呼吸器内科　血液内科　
　　　　　リウマチ内科　腎臓内科　糖尿病内分泌内科　内科　腫瘍内科　
　　　　　神経内科　循環器内科　精神科　心療科　小児科　外科　
　　　　　乳腺外科　整形外科　脳神経外科　呼吸器外科　心臓血管外科　
　　　　　皮膚科　泌尿器科　産婦人科　眼科　耳鼻咽喉科　形成外科　
　　　　　リハビリテーション科　放射線診断科　放射線治療科　麻酔科　
　　　　　緩和ケア内科　歯科口腔外科　病理診断科　救急科
●１日平均外来患者数　1373名　　　●１日平均入院患者数　574.9名
●主な認定施設　総合周産期母子医療センター、高度救命救急センター、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院、
　　　　　　　　災害拠点病院、埼玉ＤＭＡＴ指定病院　他

＊内科６か月、外科３か月、救急３か月、産婦人科１か月、小児科１か月、地域医療１か月、精神・保健１か月必修
＊自由選択８か月（消化器内科、呼吸器内科、血液内科、糖尿病内分泌内科、膠原病・リウマチ内科、腎臓内科、精神科、神経内科、循環器内科、小児科、外科、
　乳腺外科、呼吸器外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、緩和ケア診療科、救急科、
　検査部、病理診断科）

・埼玉県立小児医療センター
・埼玉精神神経センター
・特別養護老人ホーム　ナーシングヴィラ与野
・高齢者総合福祉施設　敬寿園
・埼玉県赤十字血液センター
・埼玉県内保健所  
・原町赤十字病院  
・すこやか内科クリニック
・あきもと内科クリニック　　　　など

　平成22年度から研修医制度の一部見直しが図られ、必須科目が一部削減されまし
たが、臨床研修の基本理念を重視し、厚生労働省の到達目標を達成するために、従来
の必須科目をすべて含むプログラムです。
・高度救命救急センターを併設しており、救急医療に関してより実践的な研修をお
こなうことができます。
・選択研修期間については８か月あり、可能な範囲で研修医の希望に沿って選択科目、
期間を決めることが可能です。

給　与▶

諸手当▶
保　険▶
勤務時間▶
当　直▶
休　暇▶

宿　舎▶

１年次：25万円／月　２年次：30万円／月
賞与（１年次：5万円　２年次：20万円）  
住宅手当、当直手当（日直1.5万円／回、当直1.8万円／回）  
健康保険、厚生年金保険、労災保険、雇用保険  
８時30分～17時  
あり（４回／月）  
土・日曜日、祝祭日、年末年始（６日間）、創立記念日（5/15）、
産前・産後休暇、育児休暇、その他特別休暇
なし

さいたま赤十字病院臨床研修プログラム（募集定員15人）

4 月
１年目▶
２年目▶

内　科 外　科 救　急
自由選択精神・保健地域医療小児科 産婦人科

5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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連絡先

TEL FAX
E-mail
URL
アクセス

女性医師支援コーナー

研修責任者から 先輩研修医から

プログラム責任者
甲嶋　洋平

研修医２年目
吉井　健大

病院見学、その他イベント・説明会等の情報
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病院見学の申込方法
●見学随時受付。
●見学希望の方は、教育研修課までE-mailにてお申し込みくだ
　さい。

妊娠・出産・育児のための支援制度等
　・短時間勤務制度　
　・院内保育の設置　
　・当直免除
　・時間外勤務、深夜勤務の制限及び深夜勤務の免除

・子の看護休暇　（年間５日間）
・出産祝金
・産前産後休暇、育児休暇
・日本赤十字社は、職員の育児と仕事の両立を支援している企業とし
　て、次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」の
　認定を受けています。

教育研修課　眞下・森

〒330－8553　さいたま市中央区新都心1-5

さいたま赤十字病院

048-852-1572（直通）
kensyu@saitama-med.jrc.or.jp
http://www.saitama-med.jrc.or.jp
ＪＲさいたま新都心駅から徒歩４分、ＪＲ北与野駅から徒歩６分

048-852-3120

　さいたま赤十字病院はさいたま新都心駅
の目の前に位置する、600床クラスの中核
市中病院です。研修の特徴としては県南地
域の三次救急を担う高度救命救急センター
としてcommon diseaseから重症内科疾患
や外傷まで幅広く経験でき、その病態生理
や治療戦略を主体的に学べます。
　２年目になると自由に選択できる期間が8ヶ月もあるため、自
分の進みたい分野を学ぶもよし、進路に迷う方は色んな科を回る
ことももちろん可能であり、自分の考えた通りの研修を送ること
が出来ます。また、研修医は1学年15人で研修医室も設備されて
いるため、リラックスできる空間が病院内にあることも大きな魅
力の一つであると感じています。
　2017年1月に移転したばかりで設備も充実している中で様々な
　　　　手技も経験でき、初期研修を送るうえでこれ以上の環境
　　　　　はないのではないかと思います。まずは一度見学に来
　　　　　　　ていただければ、我々研修医が何でも答えます！

①新病院がオープンしました
　平成29年１月１日、上野東京ライン・京浜東北線さいたま新都心駅
から徒歩５分圏内の好立地に、新病院がオープンしました。埼玉県立小児医療センターとの併設移
転が実現し、総合周産期母子医療センターとして産科領域の拡充が図られた他、急性期医療の拡充
がなされました。また、平成28年４月よりスタートしたドクターカーの他、屋上にはヘリポートを設
置しています。防災時には防災機能基地をもつ「さいたまスーパーアリーナが近接していることにより、
防災拠点として迅速な救命救急活動を行うこともできます。
②豊富な院内勉強会
　モーニングカンファレンス（毎週金曜日朝に各科の先生に講師依頼します）、感染症勉強会（月一回
外部講師を招いての講義＋症例検討）、ＥＲカンファレンス、ＣＨＥＳＴカンファレンス（胸部画像読
影）など、学ぶ機会がたくさんあります。
③研修医同士の仲が良い
　研修医は全国様々な大学から集まっており、仕事終わりに飲みに行ったり院内旅行にいったりと仲が良いです。また、２学年１
部屋の研修医室が設けられており、悩んでいることも楽しいことも共有できる環境があります。

平成29年１月
新病院がオープンしました！

　さいたま赤十字病院は、人口150万人
のさいたま市の基幹病院として急性期か
ら慢性期の医療を幅広く担っています。　
　急性期では、３次救急患者さんに対応
するため高度救命センター、riskの高い
妊産婦さんに対応するため周産期セン
ターがあります。またＥＲ体制をとって
おり、24時間積極的に患者さんの受け入れを行っております。
　慢性期では、がん診療連携拠点病院、地域医療支援病院に認定
されており、全科にわたり専門的に患者さんの診療にあたってい
ます。
　当院は、プログラム基幹病院で独自のプログラムを擁していま
す。積極参加型の研修をモットーとしており、研修医の先生方自
らが、指導医とともに患者さんの治療に取り組んでいます。
　　　　また先輩研修医の後輩研修医への面倒見の良さが長年
　　　　　　にわたり受け継がれております。心技体ともに充
　　　　　　　　実した研修をお約束いたします。


